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 要  旨 
情報通信ネットワーク機器や高速サーバにおいては、広範な負荷変動や入力電圧変動に対して
も過渡応答特性が劣化しない、いわゆるロバストな DC-DC コンバータが必要とされている。通
常アナログ制御 IC が DC-DC コンバータの制御のために使用されており、簡単な積分制御等が実
行されている。しかし、これでは DC-DC コンバータの十分なロバスト性を達成することは困難
である。 
これまでに一般的なロバストサーボ系や２自由度制御系を設計する方法とは異なる方法とし
て、DC-DC コンバータに適用する近似的２自由度制御器が提案された。この制御器は制御対象の
伝達関数を１次モデルに近似しつつ、目標値と出力間、外乱と出力間の伝達関数をそれぞれ独立
に指定でき、ロバストなものとなっている。さらに、外乱を制御対象のパラメータの変動と見な
して外乱と出力間の伝達関数に対して任意零点を１つないしは２つ追加し、それぞれを１と指定
することによって、外乱からの特性を、近似２次微分特性もしくは近似３次微分特性とし、外乱
から出力特性のゲインを低帯域において大幅に小さくする新しい近似的２自由度制御器が提案さ
れた。 
本研究では、零点を付加した近似的２自由度制御系において、サンプリング周波数を低くし、
演算処理を行うプロセッサ（DSP）内の 1 サンプル周期における制御演算時間を減らし、より多
くのタスクを DSP に課すことのできる、新しい近似的２自由度ディジタル制御器の設計法を提案
している。 
設計した制御器の特性は、MATLAB によるシミュレーションによって確認された。そして、
シミュレーションによって決定 したパラメータを用いたディジタル制御器を、
DSP(TMS320F28335)に実装して DC－DC コンバータに結合して、新型ディジタル制御器搭載し
た DC-DC コンバータシステムを製作した。実験によって、新しく設計・製作した新型ディジタ
ル制御器搭載 DC-DC コンバータシステムが、シミュレーションとほぼ同様の動作することを確
認した。また、負荷急変による出力電圧変動を、従来の、サンプリング周波数が高く、零点を付
加しない近似的２自由度制御器と、ほぼ同等に抑えることが可能であることを示した。これらに
よって、提案した手法は、多数のタスクを持つ DC-DC コンバータシステムにおいて有効であり、
実用的であることを確認した。 
 
